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こ
れ
は
唐
土
寒
山
寺
よ
り
出
で
た
る
僧
に
て
候
。
我
未
だ

天
台
の
国
清
寺
を
見
ず
候
程
に
。
唯
今
思
ひ
立
ち
国
清
寺

へ
と
急
ぎ
候
。

月
は
落
ち
寒
鴉
枯
木
に
お
と
づ
れ
て
。
〳
〵
。
冷
じ
か
り

し
楓
橋
を
夜
深
く
た
ど
り
行
く
末
の
。
江
村
の
漁
火
も
ほ

の
か
に
て
客
船
に
至
り
山
を
越
え
。
朝
な
〳
〵
の
数
積
る
。

夕
の
空
は
物
凄
や
。
〳
〵
。

面
白
や
花
あ
つ
て
客
を
迎
ふ
る
に
似
た
り
。

「「「「「「「

ワ
キ
詞

道
行

シ
テ
サ
シ

ツ
レ

二
人地

ワ
キ
詞

鳥
啼
い
て
人
を
呼
ぶ
が
如
し
。

実
に
石
上
に
詩
を
題
し
て
。
緑
苔
を
払
ふ
時
と
か
や
。

米
汁
を
手
に
携
へ
て
。
〳
〵
。
花
落
の
塵
に
交
り
。
白
河

の
波
に
裳
を
濡
し
。
万
民
に
面
を
さ
ら
す
も
恨
な
ら
ず
。

法
の
為
な
れ
ば
身
を
捨
つ
る
。
吹
く
風
の
寒
き
山
と
て
入

る
月
に
。
指
を
さ
し
て
も
留
め
難
き
は
つ
な
が
ぬ
月
日
な

り
け
り
や
〳
〵
。

如
何
に
こ
れ
な
る
人
々
に
尋
ね
申
す
べ
き
事
の
候
。
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此
方
の
事
に
て
候
か
。
何
事
に
て
候
ぞ
。

天
台
の
国
清
寺
と
は
此
所
を
申
し
候
か
。

さ
ん
候
。
こ
れ
こ
そ
天
台
の
国
清
寺
に
て
候
へ
。
扨
御
僧

は
い
づ
く
よ
り
来
り
給
ひ
て
候
ぞ
。

こ
れ
は
寒
山
寺
よ
り
出
で
た
る
僧
に
て
候
。

何
と
御
僧
は
寒
山
寺
よ
り
御
出
で
と
候
や
。
そ
れ
に
つ
き

思
ひ
出
し
た
る
事
の
候
。
古
此
所
に
寒
山
拾
得
と
申
せ
し

人
の
。
住
み
給
ひ
た
る
所
な
り
。

「「「「「「「「「
シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ地

ワ
キ
詞

実
に
〳
〵
こ
れ
は
貧
士
風
狂
の
士
と
し
て
。

常
の
徒
に
こ
れ
を
お
す
べ
き
に
あ
ら
ず
。

布
儒
又
零
落
し
。
〳
〵
。
面
貌
孤
衰
し
て
膚
ぎ
や
う
骨
と

衰
へ
。
或
時
は
樺
皮
を
冠
と
し
。
又
或
時
は
大
な
る
木
履

を
は
き
て
風
狂
の
。
姿
と
見
れ
ど
心
は
仏
意
に
帰
す
る
人

と
か
や
〳
〵
。

如
何
に
申
し
上
げ
候
。
豊
干
禅
師
の
旧
院
は
い
づ
く
の
程

に
て
候
ぞ
。
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豊
干
禅
師
の
旧
院
は
経
蔵
の
後
な
り
。
今
は
寂
と
し
て
人

な
し
。
さ
り
な
が
ら
此
方
へ
御
入
り
候
へ
教
へ
申
さ
う
。

こ
れ
こ
そ
豊
干
禅
師
の
旧
院
に
て
候
へ
。

と
て
も
の
事
に
豊
干
禅
師
の
謂
委
し
く
御
物
語
り
候
へ
。

扨
も
豊
干
禅
師
と
申
す
は
。
天
台
の
国
清
寺
に
帰
す
。
髪

を
切
つ
て
肩
に
等
し
。
布
裘
又
像
を
見
す
。

人
あ
つ
て
借
問
す
れ
ば
。
随
時
の
二
字
を
答
へ
て
他
の
語

な
し
。

「「「「「「「「

シ
テ
詞

ワ
キ

ク
リ
地

サ
シ
シ
テ地

シ
テ地

ク
セ

楽
ん
で
独
穀
を
碓
舂
き
。
則
ち
菜
炊
に
こ
れ
を
そ
ふ
。

曽
て
虎
に
乗
じ
て
松
門
に
入
れ
ば
。

各
衆
僧
を
。
恐
懼
す
る
。

或
時
豊
干
あ
ま
ね
く
。
山
行
せ
し
に
不
思
議
や
な
。
児
の

泣
く
声
を
聞
き
し
か
ば
。
立
ち
寄
り
て
委
し
く
端
倪
を
問

ふ
に
舎
な
う
し
て
。
孤
来
と
答
へ
申
せ
ば
。
誠
に
哀
を
催

し
拾
ひ
得
た
り
と
心
得
。
拾
得
と
彼
を
名
づ
け
つ
ゝ
。
豊

干
様
々
養
育
す
。
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か
ゝ
り
け
る
所
に
。

い
づ
こ
よ
り
来
り
け
ん
。
拾
得
の
如
く
な
る
寒
山
と
い
へ

る
童
子
来
り
。
常
に
遊
楽
の
た
は
む
れ
の
。
浅
か
ら
ざ
り

し
有
様
は
。
喝
呵
大
笑
し
て
言
語
も
更
に
常
な
ら
ず
。

其
時
呂
丘
と
い
つ
し
人
豊
干
に
伺
ひ
。
国
清
に
今
顕
学
の

輩
あ
り
も
や
と
問
ひ
給
へ
ば
。
寒
山
は
文
珠
な
り
。
拾
得

は
普
賢
な
り
と
答
ふ
。

呂
丘
此
時
驚
き
さ
わ
ぎ
。
須
臾
に
堂
に
入
つ
て
こ
れ
を
礼

「「「「「「「
シ
テ地

シ
テ
詞地

ク
セ

シ
テ地

す
。

寒
山
拾
得
は
。
何
故
に
今
更
我
を
ば
礼
し
給
ふ
ぞ
と
。
問

ふ
に
呂
丘
は
豊
干
の
教
か
く
ぞ
と
語
れ
ば
。

二
人
此
時
驚
き
て
。

入
禅
の
豊
干
こ
そ
則
ち
弥
陀
の
化
現
よ
と
。
云
ひ
捨
て
閑

巌
幽
崛
の
内
に
入
り
に
け
り
。
誠
は
我
は
古
の
寒
山
拾
得

よ
疑
ふ
な
と
。
い
ふ
か
と
見
れ
ば
閑
巌
石
根
は
雲
と
立
ち

の
ぼ
り
。
縫
目
の
中
に
入
り
に
け
り
〳
〵
。
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苔
の
莚
に
法
を
の
べ
。
〳
〵
。
あ
り
つ
る
告
を
ま
た
ん
と

て
。
袖
を
片
し
き
臥
し
に
け
り
〳
〵
。

一
声
の
山
鳥
曙
雲
の
外
。
虎
降
供
し
て
松
門
に
入
る
。
如

何
に
沙
門
。
汝
貴
き
故
に
よ
り
。
忽
ち
夢
中
に
豊
干
向
顔

を
な
す
。
同
じ
く
寒
山
拾
得
。
世
上
の
信
た
る
事
を
知

ら
せ
ん
が
為
。
石
の
縫
目
を
と
く
法
の
。
仏
体
を
顕
し
。

給
ふ
べ
し
。

石
に
精
あ
り
水
に
音
あ
り
。

「「「「「「「
ワ
キ

後
シ
テ

ツ
レ
二
人

シ
テ地

ワ
キ地

虎
う
そ
ぶ
け
ば
。
風
は
大
虚
に
渡
る
。

像
せ
ん
せ
つ
た
る
石
崛
二
つ
に
割
る
れ
ば
普
賢
文
珠
顕
れ

給
ふ
ぞ
有
り
難
き
。

不
思
議
や
な
目
の
あ
た
り
な
る
御
姿
を
。
拝
す
る
事
の
貴

さ
よ
と
。
掌
を
合
せ
て
如
我
昔
所
願
。
今
者
已
満
足
。

其
時
豊
干
は
。
虎
上
よ
り
。
〳
〵
。
静
に
お
り
て
。
菩

薩
に
向
ひ
。
迚
姿
を
顕
す
上
は
。
法
恩
微
妙
の
舞
楽
を
な

さ
ん
と
琴
瑟
鐘
鼓
。
琵
琶
笋
和
琴
。
笙
篳
篥
。
虚
空
に
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舞
楽
を
奏
し
け
り
。

舞
楽
も
今
は
時
過
ぎ
て
。
〳
〵
。
有
明
が
た
の
尽
き
ぬ
名

残
。
白
む
は
東
の
山
葛
。
か
ゝ
る
奇
特
は
此
寺
の
。
仏
法

王
法
伽
藍
長
久
五
穀
成
就
の
其
誓
願
を
夢
中
に
見
せ
て
。

普
賢
文
珠
は
。
二
巌
に
上
り
。
豊
干
は
忽
ち
弥
陀
と
現
じ
。

西
方
遥
の
雲
に
乗
じ
。
飛
行
自
在
を
顕
し
給
へ
ば
菩
薩
も

獅
子
象
に
の
り
の
姿
。
如
来
も
金
色
の
光
を
放
つ
て
。
紫

雲
の
内
に
ぞ
入
り
に
け
る
。
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